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※電話・窓口予約の場合、アルテ友の会に同時入会可能です（年会費 1000 円）。インターネット予約では同時入会できません。

公益財団法人 武蔵野文化事業団
website http://www.musashino-culture.or.jp
twitter https://twitter.com/musashino_bunka
facebook https://www.facebook.com/MusashinoCulture

武蔵野市民文化会館／武蔵野芸能劇場／武蔵野公会堂／武蔵野スイングホー
ル／吉祥寺シアター／吉祥寺市政センター／武蔵境市政センター／中央市政
センター

■チケット取り扱い窓口■チケットのお申し込み

インターネットからもお申し込みできます

※公演は新型コロナウイルス感染症対策を徹底して開催します。

※出演者・内容はやむを得ず変更となることがあります。

※最新の公演情報については事業団ホームページをご覧ください。

0422-54 -2011

弦楽六重奏の午後

　土曜の午後は、優雅な弦楽六重奏の世界へ！ バイオリン、ビ

オラ、チェロ２挺
ちょう

ずつが奏でる美しく重厚な調べを、国内外で活

躍する気鋭の奏者たちがお届けします。甘美なブラームスと貴重

なレーガー、２つの弦楽六重奏の世界をお楽しみください。

2022年1月22日（土）午後２時開演

武蔵野市民文化会館 大ホール（中町 3-9-11）

全席指定  一般 3000円　アルテ友の会 2700円 

25歳以下 1000円

　音楽の絵本はクラシック音楽における絵本のような役割ができれ

ばと誕生しました。タイトルの「アマービレ」とは音楽用語で愛ら

しくという意味があります。そんな名前にぴったりなネコたちのク

ラリネット四重奏「クラリキャット」に、フルート＆ハープの「こ

とふえパピヨン」、そして指揮者のコビトカバをはじめ、レアキャ

ラたちで構成された金管五重奏の「ズーラシアンブラス・リミテッ

ドエクスプレス」が登場します。クラシック音楽からアニメに童謡

まで、動物たちによる多彩な音楽の世界をお楽しみください。

音楽の絵本〜Amabile

2022年2月5日（土）午後２時開演

武蔵野市民文化会館 大ホール（中町 3-9-11）

全席指定  一般 1500円　アルテ友の会 1350円 

中学生以下 1000円

＊１月８日（土）午前 10時発売

※０歳から入場可。

※３歳以上有料。２歳以下膝上無料、ただし座席が必要な場合は有料。

出演： 【バイオリン】白井圭、毛利文香　【ビオラ】鈴木康浩、中恵菜 

【チェロ】横坂源、佐藤晴真

曲目： ブラームス『弦楽六重奏曲第 1 番 変ロ長調 Op.18』 

レーガー『弦楽六重奏曲 ヘ長調 Op.118』

曲目： ルスランとリュドミラ序曲 

クラリネットをこわしちゃった 

紅蓮華 

小さな世界 ほか
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〒 180-0004  武蔵野市吉祥寺本町 1-8-16 コピス吉祥寺 A 館 7 階

Tel. 0422-22-0385

website http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/
twitter https://twitter.com/kichi_museum
facebook https://www.facebook.com/KichijojiMuseum

午前 10 時〜午後 7 時 30 分

毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始、展示替えおよび特別整理期間

一般 300 円／中高生 100 円

（小学生以下・65 歳以上・障害者の方は無料）

JR・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車  北口より徒歩 3 分

開館時間

休 館 日

入 館 料

交通案内

【新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください】

マスクの着用、入館時の検温および調査票の記入、対人距離の確保などにご協力をお願いします。混雑時には入場制限を行う場合があります。

《プロローグ》2009年

《行方》（部分）2021年

　10Hから10Bの鉛筆を駆使し、縦のストロークを無数に

描き重ね、緻
ち

密
みつ

で圧倒的なモノクロームの幻想空間を創出す

る鉛筆画家 土
つち

田
だ

圭
けい

介
すけ

（1974年生まれ）。

　土田が、描き続けているモチーフは「心」です。「心の動

きは言葉では表せるが形にできない。けれども、形のないも

のに形をつけていくとどうなるのか、それを作品にしてみた

い」と語るように、心を静かに見つめ、鉛筆のみで声高に主

張することなく、自身の中にあるものを掘り起こして形にし

ます。また、土田の作品の一番の特徴は、緻
ち

密
みつ

に一筆一筆描

き込まれた縦のストロークです。鉛筆画の写実的なリアリ

ティとは異なり、縦の線を重ねることで生まれる “揺らぎ”

は、独特のリズムを生み出すとともに、靄
もや

がかかったような

幻想的な世界を構成します。それは、“形のないもの” に形

土田圭介 鉛筆画展

心の灯り

2022年1月8日（土）～ 2月27日（日）

休館日：1月26日（水）、2月16日（水）、24日（木）

を与えることに専念する土田のイメージした世界感を的確に

表現することとなりました。

　本展では、これまでの代表作に加え、祈りをテーマに圧倒

的なスケール感と深い物語性で描かれた新作《行方》をご紹

介します。真っ暗な闇の中、かすかな灯
あか

りをともしながらさ

まざまな思いを乗せて前に進んでいく舟。その舟に乗る幻想

世界の住人たちはまるで、激動する現代社会を生きる人々の

欲望や不安、緊張、未来への希望を願うさまざまな姿を映し

出しているかのように感じられます。それぞれの作品の中に

流れる空気感や作品世界に息づく住人たちに思いを巡らせ、

モノクロームの世界に描かれるさまざまな「心」の形をどう

ぞご堪能ください。


